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TDKグループは、さまざまなステークホルダーの皆様の期待や
要請を理解し、私たちのCSR（企業の社会的責任）についての考
え方や方向性、1年間の進捗状況を報告するため、冊子とWEB
の2つの媒体で、毎年CSRレポートを発行しています。
この1年は、私たちを取り巻くさまざまな社会課題のうち、ステー
クホルダーの皆様とのコミュニケーションを通じて、TDKグルー
プが特に注力すべき重要な課題とは何かを検討し、経営層の承認
を経てマテリアリティとして設定しました。
そのほか、ステークホルダー別の活動をWEB版で紹介していま
すので、あわせてご覧ください。
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報告形態
媒体特性にあわせ、冊子とWEBを使い分けています。

冊子 ：ダイジェスト版。活動の要点を掲載しています。

WEB：2015年度の報告を中心にGRIガイドライン第4版を参考

にして、網羅的な情報と詳細なデータも掲載しています。

http://www.tdk.co.jp/csr/

対象期間
2015年度（2015年4月1日～2016年3月31日）
※一部、期間以外の活動も含んでいます。

対象組織
TDKグループ※を対象としています。
※TDKグループ：TDK株式会社および国内・海外連結子会社129社

対象期間中に発生した組織の重要な変更
特定子会社であるEPCOS (Anhui) Feida Electronics Co., Ltd.

の保有株式を売却したことにより、連結の範囲から除外していま

す。またMicronas Semiconductor Holding AGおよびその子会

社を買収したことにより、当該11社を連結の範囲に含めています。

報告書発行年月
2016年8月発行
（前回：2015年6月、次回：2017年6月予定）

お問い合わせ先
経営管理本部総務グループCSR室
03-6852-7115

作り手の想い（編集方針） C O N T E N T S

従業員一人ひとりを
TDKの主役として

「創造によって文化、産業に貢献する」を社是に掲げる
TDKグループの永遠の使命は、世の中の役に立つ製
品・サービスをタイムリーに提供することです。その
原動力は、未来への明るい夢を描き、失敗を恐れず挑
戦し続ける従業員一人ひとりであり、TDKの主役は従
業員にほかなりません。

人材を最大の資産とする企業であるからこそ、その活
躍を促すための仕組みづくりを極めて重視します。一
人ひとりに寄せる期待を明確に伝えるとともに、「人
づくり」への多面的な投資を行い、成長を支えてい
くことが欠かせません。従業員が当事者意識を持ち、
日々いきいきと仕事に励めるよう、経営者としての責
任を全うしていきます。

また、海外売上高比率が9割を超え、世界各地に拠点を
持つグローバル企業として、事業を通して地域社会に
貢献していくことも重要です。時代が移り変わる中で
地域の発展を見つめ、今どのような要請を受けている
かという視点から、それぞれの拠点のあり方や地域社
会との関係性を絶えず見直していきます。

多様なステークホルダーの皆様との関わりの中、私た
ちはグループ全社で意識を合わせ、TDKらしさを発
揮し、社会へのより大きな価値提供を目指し続けます。
皆様からは、忌憚ないご意見をいただければ幸いです。

多様性を製品・サービスの
革新につなげる力

TDKの80年の歴史は、磁性技術を軸に5つのコアテク
ノロジーを組み合わせ、その応用と発展を繰り返しな
がら、時代が求める製品・サービスを送り出し続けて
きた歩みそのものです。そうした基本姿勢は今後も変
わりません。

大切なのはTDKのDNAを重視した事業展開であり、
今まで培ってきた技術やノウハウ、お客様とのつなが
りといった資産を最大限に活かしていきます。また、
コアテクノロジー間のシナジーを活かし、複数の分野
にまたがる交点の技術をいかに伸ばしていくかが肝
となります。

さらに、グループが持つものと持たないものを明確
化し、強みと弱みを見極めた改革の推進も重要です。
2015年度にはM&Aや合弁事業を意欲的に進めてきま
したが、市場ニーズに照らし合わせて私たちに足りな
いものを迅速に補うため、今後もこれを継続していき
ます。

行動指針の一つとして「多様性の尊重」を掲げるよう
に、創業100周年を迎える2035年には、さまざまな異
なる価値観を許容した一層の多様化が進んでいてし
かるべきです。そしてこの「多様性」は、国籍や人種、性
別などの枠を超えて、優れた人材が活躍する職場とい

中期経営方針
基本方針
グループの連携を進化させ､更なる成長を実現する

重点方針

　  高い技術力に基づく「ゼロディフェクト品質」の追求

　  スピード経営による「真のグローバル化」の推進

　  主要3セグメントに続く新規事業で
　  売上1,000億円超の創出

　  風土改革を実行し失敗を恐れない文化の醸成
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う狭義のものに留まらず、パートナー企業やM＆Aに
より新たにグループに加わった企業も含めた「多様
性」を意味しています。

TDKは、外部の文化を積極的に取り入れることで成長
を遂げてきました。買収した企業に主体性を持って事
業をリードしてもらうことで、新たな可能性を拓いて
きたのです。多様性を受け入れ、それを製品・サービス
の革新につなげてきた企業風土は、今も私たちの大き
な強みとなっています。
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